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第２回引率者研修



第２回引率者研修
１月７日（日）

【目的】
① 引率者としての心構えを

理解する。

② 各地に出発するまでに行うことを
理解する。



第１回引率者研修
１２月２３日（土）

【目的】
① APCCとは何か、チャレンジトリッ

プとは何か、そして、今後の研修の流
れを理解する。

② 各団が引率者とサポートスタッフ
の距離を縮める。



出発前後の研修・行事

 第１回引率者研修会

 第２回引率者研修会

 全体研修会

 第１回国別研修会

 宿泊研修会（1泊2日）

 第３回引率者研修

 結団式

 派遣期間

 第２回国別研修会

 報告会

１２月２３日(土)

１月７日（日）

１月２１日（日）

２月 ４日（日）

２月２３日（祝・金）・２４日（土）

３月 ３日（日）

３月１０日（日）

３月２７日（月）～４月２日（火）

※派遣先によって異なる

４月１４日（日）

４月２８日（日）



団ごとの作業で行ってほしいこと

1月7日までの第2回引率者研修までに必須
でお願いしたいこと

①連絡先の交換（サポートメンバーも含めて）

②現地で披露するパフォーマンスを何にするか

（ソーラン節を推奨）

③全体研修までにどのように準備を進めていくか



団ごとの作業で行ってほしいこと

1月18日（木）までに提出いただきたいもの

④1月21日（日）の全体研修の後に行う

国別研修の研修計画

（いつ、誰が、何を、どのように、まで話しておいたほうが良いと思います）





プロフィール







団ごとの作業で行ってほしいこと

1月21日（日）までの全体研修までに作って
いただきたいもの

⑤団の名札

（引率者・サポートスタッフ・団員）の作成



【名札の作り方】

表 裏

・サイズ 縦９ｃｍ×横５.５ｃｍ（名刺サイズ）
・国内での研修時に着用
・台紙に名前を書いても、別途作成してもＯＫ





団ごとの作業で行ってほしいこと

1月21日（日）の全体研修までに出来れば検
討していただきたいこと

⑥班分け（リーダー、もしくはリーダー候補の選定）

⑦国別研修の会場となる教室の設営等

⑧今後の研修スケジュール

















『団や個人の目標決め』



チャレンジトリップは旅行ではない

①海外体験は遊びでもなく、思い出つくりでもない

②どれだけ分かったかでなく、何ができるようにな
ったかが大切

③「百聞は一見に如かず」を体験するには徹底した
事前学習が必要

④日本人として恥ずかしくないように行動しよう



団や個人の目標

成 長



『現地で披露する
パフォーマンスについて』









『お土産について』



カレンダー





他にも良いお土産のアイディアが！

地元の特産品に目を向
けるきっかけになる



ばらまきお土産







【自己紹介アルバム作り】



＜材料＞
・アルバム台紙（縦15.5ｃｍ×横19.5ｃｍ） ３枚

・リング １個
（↑上記はAPCCより団員分を支給）
※もっとたくさん作成したい人は、
台紙は１００円ショップ購入できます。

・写真
・アルバムデコレーション材料

（折り紙、シール等）





『移動の練習について』









『ポスター作成』
『ステージプレゼンの練習』







報告会
４月２８日（日）

各団毎のステージプレゼン



報告会
４月２８日（日）

各団毎のステージプレゼン



『報告集について』



【報告集】
・チャレンジトリップ２０２３春 全４団の引率者および団員の体験を
まとめた報告集
・用紙を結団式で配布し、４月１４日の第2回国別研修時に回収

冊子表紙 団表紙



【報告集】
例① 例②

例③



【報告集】

例④ 例⑤



写真・SNSの取り扱いルール

引率者ガイドライン（P10）



国旗の取り扱いルール

引率者ガイドライン（P11）



『保護者との連絡について』

引率者ガイドライン P12



国ごとに実施する研修について

引率者ガイドライン（P13～P14）

各研修・式典のスケジュール

引率者ガイドライン（P15～P22）



『リーダー研修について』

『 目 的 』

各団の年長者にあたる高校生を中心に団の中で
自分の立ち位置を理解するとともに、他の団のリー
ダーとコミュニケーションを図ることで繋がりや、自
団の悩みなどを共有したり解決できる関係を作る



第１回 ２月４日 国別研修
（引率者ガイドライン P16）

第２回 ２月２３日 宿泊研修
（引率者ガイドライン P18）



最後に

派遣先だけでなく日本を知る

研修でコミュミュケーション力や団結力を磨く

海外での危機管理方法を学ぶ

親元を離れて自分の力でチャレンジする

帰国後、団員の成長に繋がる気付きを得る


